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膝関節角度の変化から見たフリップジャンプの特徴について
山下　篤央・久米　雅・森井　秀樹
































～ 120°を示し、最大伸展角度は 167°～ 177°で
あった。また、1回転時と同様に膝関節が急激に
伸展する場面が、被験者Aでは 10 フレーム、被































回転で小さい値を示すが、被験者 B,C は 1 回転
よりも 2回転で大きい値を示した。また、被験









































































角度（Fig.6）では、被験者B,C の 2 回転では、1






































































時間は、0.14 ± 0.08 秒、4 回転ができる選手で
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